H25庄内自然博物園構想推進協議会　会議概要

日　時　　平成25年4月18日　(木)　13:30～15:30　　

場　所　　鶴岡市自然学習交流館　ほとりあ　学習交流室
出席者　　（委員）１７名
橋本正輝会長、太田威副会長、阿部喜美男委員、阿部俊（渡部敏美委員代理）、

阿部和夫委員、黒川栄委員、柘植規江委員、植松芳平委員、平智委員、山田直委員、
林田光祐委員、森屋孝委員、三浦総一郎委員、渡邉純委員、永壽祥司委員、
五十嵐満委員、生田浩樹委員

　（事務局）４名
　地域振興課長　阿部真一、地域振興課主査　伊藤慶也、地域振興課専門員　吉田修、

自然学習交流館ほとりあ学芸員　上山剛司
次　第　　１．開　　会　　進行：伊藤慶也（地域振興課主査）
２．挨　　拶　　橋本正輝（会長）
３．自己紹介

４．報　　告　
　　　　　　　平成24年度庄内自然博物園構想推進事業について
　　　　　　　　　　　伊藤慶也（地域振興課主査）、上山剛司（自然学習交流館ほとりあ学芸員）、

　　　　　　　　　　　吉田修（地域振興課専門員）
５．協　　議　座長：橋本正輝（会長）
　（１）平成25年度庄内自然博物園構想推進事業(案)について
伊藤慶也（地域振興課主査）、上山剛司（自然学習交流館ほとりあ学芸員）、

　　　　　　　　　　　吉田修（地域振興課専門員）
　（２）その他

６．閉　　会　　阿部真一（地域振興課長）
＜報　告＞　質疑なし
＜協議（１）＞　質疑応答

（協議会組織について）

○ワーキンググループへの見直しについて少し詳しく説明していただきたい。
事務局→メンバーを固定するのではなく、様々な活動に臨機応変に対応できる仕組みの方が、より対応が早く、効果があるのではないかということで見直したものです。
（調査研究について）

○調査研究を委託されているが、調査報告書の提出はあるのか。提出を受けていいのであれば資料の開示をお願いしたい。
事務局→どの様な報告が必要か検討し開示したい。
（年報制作について）

○年報には１年間で行われた内容がわかるようにすると、ある程度のボリューム、ページ数になる。また、普及啓発物である都沢湿地マップ作成は、かねてより必要性が叫ばれており、ある程度のグレードのものを作成しなくてはならないと思うが、それら印刷物に関わる経費は大丈夫か。
　　 事務局→印刷物については、どういった装丁にするかでも経費が変わってくるため、事務局で相談しながら進めさせていただきたい。
○年報の内容は論文、報告書そのものまではいかなくとも、個々の成果として市民の皆様に知っておいていただきたいことや、庄内自然博物園構想の中で年間やってきたことがわかるよう、個別の冊子化等、経費の面でも工夫しながらやっていったほうが良いのではないかと個人的には考えている。今年の運営委員会の最初に検討しなければならない課題だと思う。
（上池の水質改善について）

○昨年、夏場の鯉の酸欠の問題だが、今年はそういうことがないよう、巡視をこまめにし、何かあった時に関係機関がすぐに集まり対応する状況を作っていかなければならない。今すぐではなくても上池、下池の泥はけ、水はけの件は、中長期的に取り組まなければならないので、資料には明示されていないが、今年中に話し合いを持ちたいと考えている。
○泥はかなりたまっていると思う。昔は初秋、池を全て掃って鯉、フナ、ナマズを食用として捕まえた際、毎年のように泥を掃いていた。近年は淡水魚を食べる人がいなくなり、泥吐きをしなくなったために泥がたまり、昨年のようなことが起きたのではないか。何らかの形で自然に泥を掃くようにしてほしいが、あまり掃くと水田、海が汚れる。難しいことだが検討していかなければならないと思う。
○近年、泥掃きはしていない。泥掃きは下流に土砂が流れ込むため、状況を考慮しながら行う必要がある。酸欠対策等、どうしても必要となれば、関係機関と協議していきたい。
○毎年、少しずつ浚渫していく方法もあると思う。また、泥の中で生きている生物にも配慮して行う必要がある。
○浚渫の件については、何億もかけるような大規模なものではなく、今後専門委員会で専門的な立場からの中長期的な提案をさせていただくので、それをあわせた上で、関係機関で協力して取り組んでいただくようお願いしたい。
○上池、下池の浚渫の件は、市や県から少しずつでも良いので予算をつけて欲しい。
　　　事務局→浚渫の問題と、鯉の酸欠の問題は、リンクする部分と、別に考えなければならない部分がある。フナ、鯉、ナマズを食べていた時期から食べなくなった時期があり、個体数の密度が増え、酸素量の減少から酸欠を起こしやすくなることを防止するためと、溜池の機能としても、ある程度の水を溜めるためなど、複合的なことを加味して、全部ではないにしても、少しずつでも浚渫を行っていかなくてはならないと考える。
